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事業の目的 

 

第 １条   社会福祉法人豊富福祉会が営む特別養護老人ホーム 温心園は、定款の定

めにより、利用者がその有する能力に応じ、可能な限り自立した日常生活を営む

ことが出来るように支援することを目的として、利用者に日常生活を営むために必

要な居室及び共用施設等の介護福祉施設サービスを提供することを目的とする。 

 

運営の方針 

 

第 ２条   当施設は、利用者の人権を尊重し生活の質の向上に努め、優しさ･温かさ・思

いやりをもち、公平・公正な施設運営を行い常に質の高いサービスを提供できるよ

う、従事する職員が自己点検と自己研鑚に励むとともに、より専門性を深め、利用

される方が安心して園生活をおくることができるよう、地域に開かれた施設づくりを

めざす事とする。 

 

事業所の名称等 

 

第 ３条   事業を行う事業所の名所及び所在地は、次の通りとする。 

（１） 名 称 社会福祉法人豊富福祉会 特別養護老人ホーム 温心園 

（２） 所在地 北海道天塩郡豊富町字上サロベツ２００５番地２９ 

 

従事者の職種、員数及び職務内容 

 

第 ４条   事業所に勤務する職種、員数及び職務内容は次の通りとする。 

（１） 施 設 長  １名 （短期入所生活介護事業所施設長兼務） 

（２） 生活相談員  ２名 （介護支援専門員兼務２名） 

   生活相談員は、施設入所者の相談業務等にあたる。 

（３） 介護支援専門員  ２名 （生活相談員兼務２名） 

 介護支援専門員は施設入所者の介護支援計画の作成及び入退所相談・

支援業務にあたる。 

（４） 看 護 職 員  ４名 （機能訓練指導員兼務１名） 

看護職員は、施設入所者の健康管理にあたる。 

（５） 介 護 職 員 ３４名 

介護職員は、施設入所者の日常生活上の介護にあたる。 

（６） 管理栄養士  １名 

管理栄養士は、施設入所者の栄養管理・指導にあたる。 
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（７） 医 師  2名 （豊富町立国民健康保険診療所医師に嘱託） 

 医師は施設入所者の疾病の早期発見及び予防等健康管理保持にあたる。 

（８） 機能訓練指導員  １名 （看護職員兼務） 

機能訓練指導員は施設入所者の機能訓練指導にあたる。 

 

職員の勤務時間及び勤務体制 

 

第 ５条   職員の勤務時間及び勤務体制は、【別表１】により定める。 

 

施設の利用定員 

 

第 ６条   施設の利用定員は、次の通りとする。 

① 介護老人福祉施設（空床型）による入所者 １００名 

 

提供するサービスの内容及びサービス利用料金 

 

第 ７条   施設入所者等に提供するサービス内容は、次の通りとする。 

①  食事の提供 

②  入浴の援助 

③  排泄の援助 

④  離床・着替え・整容等寝たきり防止のための援助 

⑤  ご利用者の心身等の状況に応じて、日常生活を送るのに必要な機能の

回復及び減退防止のための機能訓練 

⑥  医師及び看護職員による医療機関の２４時間連絡体制を確保し、健康管

理にあたる。又、医師が終末期にあると判断した入所者については、本人や

家族の同意を得て看取り介護を行う。 

 

２） サービスを提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準による

ものとし、法定代理受領サービスであるときは、その１割または２割の額とする。 

 

３） サービス利用料金は、【別表２】により定める。 
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介護保険の給付対象とならないサービス及び利用料金 

 

第 ８条   次のサービスは、利用料金の全額を利用された方の負担とし【別表３】に定め

る。 

２） 前項の費用の支払を受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に

文書で説明した上で、支払に同意する旨の文書に署名を受ける事とする。 

 

通常の送迎の実施地域 

 

第 ９条 通常の送迎の実施地域については、豊富町及び稚内市とする。 

 

緊急時等における対応方法 

 

第１０条   施設入所者に、病状の急変やその他緊急事態が生じた時は、速やかに嘱託      

医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告をしなければならない。協

力病院は【別表４】の通り 

 

非常災害対策 

 

第１１条  管理者は防災・防火管理者を兼務することとし、非常災害に際して必要な具体

的計画との策定、非難、救出訓練の実施等の対策に万全を期さなければならな

い。 

 

虐待防止のための措置に関する事項 

 

第１２条  施設は、入所者の人権擁護・虐待の防止のため次の措置を講ずるものとす

る。  

① 虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、

その結果について、従業員に周知徹底を図る。 

② 虐待の防止のための指針を整備する。 

③ 従業者に対し、虐待の防止のための研修を定期的に実施する。 

④ 前三号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。 

 

苦情の受付 

 

第１３条  当施設における苦情や相談は担当者を配置し、専用窓口で受付するものとし、

事務所カウンターに意見箱を設置する。又、苦情解決の仕組み、受付者、行政機
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関、受付時間等については【別表５】の通り 

 

２） 本法人に第三者委員を設置し、利用者及びその家族に周知するとともに、別

に定める「利用者からの苦情解決に関する実施要綱」に沿って、苦情解決に当

たる。 

 

個人情報の取扱い 

 

第１４条  当施設における個人情報は、個人の人格尊重の理念のもとに慎重に取り扱

われるべきものであることから、法人が保有する個人情報の適正な取扱いの

確保に関し必要な事項を定めることにより、法人の事業の適正かつ円滑な運

営を図りつつ、個人の権利権益を保護することを目的とし、個人情報保護規

程に基づき取扱うものする。 【別表６】の通り 

 

施設の退所 

 

第１５条  当施設との契約では終了する期間は特に定めるものではないが、契約書及び

重要事項説明書の記載事項等に該当するに至った場合には、退所する事もあ

る。 

 

 サービス利用にあたっての留意事項 

 

第１６条  サービス利用にあたっての留意事項は、次の通りとする。 

①  管理者が定めた場所以外での喫煙又は飲酒をしてはならないこと。 

②  指定された場所以外で火気を用いてはならないこと。 

③  集団生活の秩序を保ち、所定の届出を行うこと。 

④  外出及び外泊のときは、所定の届出を行うこと。 

⑤  その他管理者が定めたこと。 

 

その他運営についての重要事項 

 

第１７条  管理者は施設介護従業員等の質的向上を図るための研修の機会を設けるもの

とし又、業務体制を整備する。 

２）  従業者は、業務上知り得た利用者又は家族の秘密を保持するものとし、退職

後も秘密を保持するべき旨を、従事者との雇用契約に定めるものとする。 

３）  管理者は利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水

等について衛生的な管理に努め又、衛生上必要な措置を講ずることとする。 
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４）  管理者は、感染症が発生し、又はまん延しないように必要な措置を講じること

とする。 

５）  利用者個人の尊厳の遵守のため、身体拘束を廃止する。但し、当該入所

者又は他の入所者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場

合については、園内の身体拘束廃止委員会において検討を行い、その過程

をご利用者及びご家族に説明をさせて頂き、承諾を得られた場合にのみ実

施致します。あくまでも一時的なものであり、状況が改善されるよう対策

を講じ、その過程についても随時ご説明させて頂きます。 

６）  この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は関係機関との協議に

基づいて定めるものとする。 

 

 

附  則 

この運営規程は平成１５年 ４月 １日から施行する。 

平成１７年１０月 １日  一部改訂 

平成１８年 １月１３日  一部改訂 

平成１８年 ４月 １日  一部改訂 

平成１８年１０月 １日  一部改訂 

平成１９年 ４月 １日  一部改訂 

平成２２年 ５月１３日  一部改訂 

平成２３年 ５月２０日  一部改訂 

平成２３年１０月２０日  一部改訂 

平成２４年 ９月１６日  一部改訂 

平成２５年 ４月 １日  一部改訂 

平成２７年 ４月 １日  一部改訂 

平成２７年１２月 １日  一部改訂 

平成２８年 ４月 １日  一部改訂 

令和 ７年 ３月１４日  一部改訂 
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 当施設では、介護保険法の規程により、介護老人福祉施設指の運営規程を

定めており、概要は次の通りです。 

1. 施設の目的 

2. 運営の方針 

3. 従事者の職種・配置及び職務内容 

4. 職員の勤務時間及び勤務体制 

5. 入 所 定 員 

6. 提供するサービスの内容及び利用料金 

7. 通常の送迎の実施地域 

8. 緊急時における対応方法 

9. 非常災害対策 

   １０．虐待防止のための措置に関する事項 

１１．苦情の受付 

１２．個人情報の取扱い 

１３． 施設の退所 

１４． その他運営についての重要事項 

 

 尚、掲示されていない詳細事項は事務所前のカウンターに備え付けて

ありますので自由にご覧下さい。 
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 【別表１】 

職員の勤務時間及び勤務体制 

職   種       勤  務  時  間             勤  務  体  制          

介 護 職 員       

早 番 ６：００～１４：３０ 

日 勤 ９：００～１７：３０ 

遅 番１０：３０～１９：００ 

夜 勤１６：００～ ９：１５ 

週の内、月・火・木・金（入

浴）は１４名 

その他の日は１２名の勤務体

制 夜間は常時５名体制 

生活相談職員 ９：００～１７：３０  

看 護 職 員           ９：００～１７：３０ 常時２名体制 

医 師          １５：００～１７：１５ 毎週火・木曜日定期回診 

事 務 職 員     ８：４５～１７：１５ 
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【別表２】 

サ ー ビ ス 利 用 料 金 

1.介護給付サービスによる料金 

 下記の表によって、ご利用者の要介護度に応じたサービス利用料金から介護保険給付費

額を除いた金額（自己負担額）をお支払い下さい。（サービスの利用料金は、ご利用者の要

介護度に応じて異なります。）  

 

介護給付サービスによる料金表 

 

Ⅰ-Ⅱ．介護保険の給付対象となるサービス（利用者 3割負担） 

 

三割負担の方（1日あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-Ⅰ．介護保険の給付対象となるサービス（利用者 1割負担） 

          

一割負担の方（1日あたり） 

要介護度 1 2 3 4 5 

サービス料 5,890 6,590 7,320 8,020 8,710 

うち介護保険給付 5,301 5,931 6,588 7,218 7,839 

利用者 1割負担分 589 659 732 802 871 

       

Ⅰ-Ⅱ．介護保険の給付対象となるサービス（利用者 2割負担） 

       

二割負担の方（1日あたり）         

要介護度 1 2 3 4 5 

サービス料 5,890 6,590 7,320 8,020 8,710 

うち介護保険給付 4,712 5,272 5,856 6,416 6,968 

利用者 2割負担分 1,178 1,318 1,464 1,604 1,742 

要介護度 1 2 3 4 5 

サービス料 5,890 6,590 7,320 8,020 8,710 

うち介護保険給付 4,123 4,613 5,124 5,614 6,097 

利用者 3割負担分 1,767 1,977 2,196 2,406 2,613 
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①  ご契約者がまだ要介護認定を受けていない場合には、サービス利用料金の全額を一

旦お支払いただきます。要介護の認定を受けた後、自己負担額を除く金額が介護保険

から戻されます。（償還払い）償還払いとなる場合、ご契約者が保険給付の申請を行うた

めに必要となる事項を記載した「サービス提供証明書」を交付致します。 

 

②  介護保険からの給付額に変更があった場合は、変更された額に合わせて負担額を変

更致します。 

 

 

2.その他介護給付サービス加算 

加算 加算条件 サービス料 
利用者   

1 割負担分 

利用者 

２割負担分 

利用者 

３割負担分 

初期加算 
利用者が新規に入所及び１ヶ月以上の入院後、再び入

所した場合 30 日間加算。（／日） 
300 30 60 90 

科学的介護推進

体制加算（Ⅰ） 

施設入所者全員の日常生活自立度や口腔・栄養及び認

知症等の情報を提出していること。（／月） 
4000 400 800 1200 

日常生活継続支

援加算 

重度者（要介護 4･5）70%以上又は日常生活に支障を

来す症状又は行動が認められる介護を必要とする利

用者を 65%以上の受入れ。たん吸引等が必要な利用

者の占める割合が入所者の 15%以上であること。 

（／日） 

360 36 72 108 

看護体制加算

（Ⅰ） 
常勤の看護師を 1 名以上配置していること。（／日） 40 4 8 12 

夜勤職員配置 

加算 

夜間の介護体制において、介護職員の配置基準を上回

る配置。（／日） 
160 16 32 48 

介護職員処遇 

改善加算（Ⅰ） 
介護サービスに従事する介護職員の賃金改善。 

月総単位数 

×14% 

月総単位数

×14%  

×0.1 

月総単位数

×14%  

×0.2 

月総単位数

×14%  

×0.3 

認知症行動・ 

心理症状緊急 

対応加算 

医師が認知症の行動・心理症状が認められるため、在

宅での生活が困難であり、緊急に介護福祉施設サービ

スを行う必要があると判断した場合 7 日を限度とし

て加算。（／日） 

2000 200 400 600 

入院外泊時加算 

利用者が入所･外泊した場合 6 日を限度として加算。

(但し、入院外泊の初日及び末日のご負担はありませ

ん)（／日） 

2460 246 492 738 

療養食加算 
医師の指示に基づく療養食を提供した場合。   

（／食事毎） 
60 6 12 18 

経口維持加算

（Ⅰ） 

医師又は歯科医師の指示に基づき、医師、歯科医師、

管理栄養士、看護師、介護支援専門員その他の職種の

者が共同して、経口維持計画を作成している場合に加

算（／月） 

4000 400 800 1200 
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福祉施設安全 

対策体制加算 

外部の研修を受けた担当者を置いて安全対策に組織

的に取り組む体制を整備していること。     

（／初回利用時に一回限り） 

200 20 40 60 

個別機能訓練 

加算（Ⅰ） 

機能訓練指導員、看護師、介護職員、生活相談員その

他の職種の者が共同して、個別機能訓練計画に基づ

き、計画的に行った機能訓練いついて算定する。  

（／日） 

120 12 24 36 

個別機能訓練 

加算（Ⅱ） 

個別機能訓練加算Ⅰを算定している場合であって、個

別機能訓練計画の内容等の情報を厚生労働省に提出

している場合に算定する。（／月） 

200 20 40 60 

ADL 維持等 

加算（Ⅰ） 

一定の期間内において、ADL の測定を行い、一定の

ADL 値を超えた場合に算定する。（／月） 
300 30 60 90 

ADL 維持等 

加算（Ⅱ） 

 

一定の期間内において、ADL の測定を行い、一定の

ADL 値を超えた場合に算定する。（／月） 

 

 

600 60 120 180 

褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

加算（Ⅰ） 

褥瘡管理に係る質の向上を図るため、多職種の共同に

より、入所者が褥瘡管理を要する要因の分析を踏まえ

た褥瘡ケア計画を作成し、褥瘡管理の実施、実施内容

の評価を行い、継続的に褥瘡管理を行った場合に算定

する。（／月） 

30 3 6 9 

排泄支援加算

（Ⅰ） 

排せつ支援の質の向上を図るため、多職種共同によ

り、支援計画を作成し、排せつ支援を行い、支援内容

を評価し、継続的に排せつ支援を行った場合に算定す

る。（／月） 

100 10 20 30 

看取り介護加算 

（Ⅰ） 
看取り介護の体制が出来ていて、死亡日に加算。 12800 1280 2560 3840 

看取り介護加算 

（Ⅱ） 

看取り介護の体制が出来ていて、死亡日以前２日また

は３日に加算。（／日） 
6800 680 1360 2040 

看取り介護加算 

（Ⅲ） 

看取り介護の体制が出来ていて、死亡日以前４日以上

３０日以下に加算。（／日） 
1440 144 288 432 

看取り介護加算 

（Ⅳ） 

看取り介護の体制が出来ていて、死亡日以前３１日以

上４５日以下に加算。（／日） 
720 72 144 216 

 

① 介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、ご利用者の負

担額を変更します。 
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3.その他の介護保険の給付対象とならないサービス 

１．食事の提供に要する費用（食材料費及び調理費） 

 

食事の提供に

要する費用 

基  準 

（第４段階） 

介護保険負担限度額認定証に記載されている額 

第１段階 第２段階 第３段階① 第３段階② 

1,445 円 300円 390円 650円 1,360円 

※ 重要事項説明書に定めの通り、個人の希望による外食（出前等を含む）等にかかった

費用は実費負担となりますので、上記の金額を越える場合もあります。 

２．居住（滞在に要する費用（水道光熱費及び室料）） 

 

 この施設及び設備を利用し、滞在されるに当たり多床室利用者の方には水道光熱費相当

額、個室利用の方には水道光熱費相当額及び室料をご負担頂きます。但し、介護保険負

担額限度額認定証の発行を受けている方に記載された滞在費（居住費）の金額（１日当り）

のご負担となります。 

 

居住・滞在に

要する費用 
単  価 

基  準 

（第４段階） 

介護保険負担限度額認定証に記載されている額 

第１段階 第２段階 第３段階 

従来型個室 １ 日 1,231円 380円 480円 880円 

多 床 室 １ 日 855円   0円 430円 430円 

 

※ 外出・外泊・入院等で居室を空けておく場合（７日目からの料金）  

・ 従来型個室・・・・・１日当り  １,２３１円 

・ 多  床 室・・・・・１日当り   ９１５円 

ただし、他の利用者が居室を使用する場合（空床型利用時）、上記の自己負担

は発生しません。 
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利用者負担額の１％

法
人
負

担
１
％

道負担　１／４

町負担　１／４

法人負担　１／２

国負担　１／２

4.社会福祉法人による利用者負担軽減制度 

 

 当施設では、｢社会福祉法人等利用者負担軽減対象確認証｣を提示した入所者の利用料

（１割自己負担、食費、居住費）に関し、確認証に記載されている減免割合で減額を実施致

します。但し、平成 27年 8月 1日から適用となります。（減免対象の有無は市町村でご確認下さい） 

 

利用者負担額の 10％が軽減されます。軽減額 10％の内訳は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

【別 
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【別表３】 

介護サービスの給付対象とならないサービス 

 

 以下のサービスは介護保険の給付対象（９割か８割保険給付）とならないサービスで利用

者の方が選択されるサービスですので、入所の際に担当者とご協議下さい。 

 

 介護サービスの給付対象とならない事項 利用料金 

１ 特別の食事（行事食等 ） 現在いただいておりません 

２ 
理美容利用料金           理 容 

美 容 

１回当り  ２,０００円 

要した費用の実費 

３ 
日常生活上必要となる商品の購入 

（おむつ代の負担はありません） 
要した費用の実費 

４ レクレーション・諸行事の費用 現在いただいておりません 

５ 
施設で備え付けの備品の利用料 

テレビ・冷蔵庫等（電気料を含む） 

テレビ １日/３０円 

冷蔵庫 １日/３０円 

６ 
口腔ケアに関する消耗品の費用 

（歯ブラシ・口腔洗浄用ブラシ・マウスウォッシュ等） 
要した費用の実費 

７ 金銭管理 １ヶ月  １,５００円 

８ 稚内市内の外来受診送迎費用 現在いただいておりません 
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【別表４】 

（1）  協  力  病  院 

医療機関名      豊富町国保診療所 市 立 稚 内 病 院 豊 富 歯 科 医 院 

所 在 地 豊富町東１条８丁目 稚内市中央４丁目          豊富町大通７丁目 

診 療 科 内科・外科 

内科・外科・皮膚科 

婦人科・泌尿器科 

精神科・眼科 

歯科 

 

 

（2）  通常の送迎の実施地域 

 

豊富町及び幌延町・稚内市 
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【別表５】 

当施設における苦情の受付について 

（１）当施設における苦情やご相談は、下記の専門窓口で受付けており

ます。又、苦情ボックス（ご意見箱）を事務所前に設置しております。 

□ 苦情受付窓口 

担 当 者    生 活 相 談 係 長   山 本 佳 奈 

           生 活 相 談 主 任   石 川 享 寛 

 

苦情解決責任者    施 設 長   植 村 秀 明 

 

□ 受 付 時 間 

毎週   月曜日～金曜日     午前１０時～午後４時まで 

 

（２）行政機関その他苦情受付機関 

１．苦情受付者及び苦情解決責任者 

事 業 所 名 苦 情 受 付 者 苦情解決責任者 

特別養護老人ホーム 温心園 山 本 佳 奈 

石 川 享 寛 
植 村  秀 明 

老人短期入所事業 温心園 

 

２．第 三 者 委 員 

氏    名 郵便番号 住        所 電話番号 

小 澤 芳 洋 098-4110 天塩郡豊富町大通り１１丁目 0162-82-2622 

川 村 美 幸 098-4124 天塩郡豊富町東４条５丁目 0162-82-1546 

 

３．行 政 機 関 ・ そ の 他  

氏    名 郵便番号 住        所 電話番号 

豊 富 町 役 場 098-4110 天塩郡豊富町大通り６丁目 

豊富町社会福祉課 

電話 0162-82-1001 

FAX 0162-82-2806 

北海道 

社会福祉協議会 

060-0002 札幌市中央区南２条西７丁目かでる２・７ 

北海道立社会福祉総合センター 

電話 011-241-3976 

FAX 011-251-3971 
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● 苦 情 解 決 の 仕 組 み 

 

 苦 情 相 談 申 出 人         

（ご利用者様・ご家族様） 

 

施設への苦情申立て（様式第１号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

              解決できない場合 

    

 

 

施 
 
 

設 

① 苦情相談受付担当者（様式第２号） 
  利用者様やご家族様からの苦情相談等を受付け、苦情

相談内容・苦情相談申出人の希望・苦情・相談を受付け

し事実関係を書面を以て確認する。 

② 苦情解決責任者 
・苦情相談受付担当者は、苦情解決責任者に苦情相談

内容を報告 

・案件の振り分け 

・苦情相談の要望に沿った検討と対応 

・苦情解決に向けての話し合い 

③ 第三者委員 
・必要に応じては第三者委員の助言を受ける 

・苦情内容の報告と聴取 

・苦情相談申出人への通知（様式第３号：１週間以内） 

施
設
へ
の
解
決
指
導 

 

苦
情
相
談
申
出 

苦
情
相
談
申
出
・
事
情
聴
取 

施
設
へ
の
解
決
指
導 

苦
情
相
談
申
出
・
事
情
聴
取
・ 

 

事
情
聴
取
・
助
言 

第
三
者
委
員 

 

・事実関係の調査 

・両者への助言と話し合い 

・立会と解決 

・施設側より話し合いの結果について記録された書類

を確認する（様式第４号） 

・施設側の改善結果について報告書を確認する 

（様式第５号：１ヶ月以内） 豊
富
町
役
場 

（
社
会
福
祉
課
） 

北海道福祉サービス運営適正化委員会（道社協） 
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【別表６】 

個人情報に関する基本方針 

 

 

 社会福祉法人 豊富福祉会（以下、「法人」という）は、利用者等の個人情報を適切に取り扱う

ことは、介護サービスに携わるものの重大な責務と考えます。 

法人が保有する利用者等の個人情報に関し適正かつ適切な取扱いに努力するとともに、広く社

会からの信頼を得るために、自主的なルール及び体制を確立し、個人情報に関連する法令その他

関係法令及び厚生労働省のガイドラインを遵守し、個人情報の保護を図ることをここに宣言しま

す。  

記 

 

１．個人情報の適切な取得、管理、利用、開示、委託 

 ①個人情報の取得にあたり、利用目的を明示した上で、必要な範囲の情報を取得し、利用目的

を通知または公表し、その範囲内で利用します。 

 

 ②個人情報の取得・利用・第三者提供にあたり、本人の同意を得ることとします。 

 

 ③法人が委託をする医療・介護関係事業者は、業務の委託に当たり、個人情報保護法と厚生労

働省ガイドラインの趣旨を理解し、それに沿った対応を行う事業者を選定し、かつ個人情報

に係る契約を締結した上で情報提供し、委託先への適切な監督をします。 

 

２．個人情報の安全性確保の措置 

①法人は、個人情報保護の取り組みを全役職員等に周知徹底させるために、個人情報に関する

規則類を整備し、必要な教育を継続的に行います。 

 

②個人情報への不正アクセス、個人情報の漏えい、滅失、またはき損の予防及び是正のため、

法人内において規則類を整備し、安全対策に努めます。 

 

３．個人情報の開示・訂正・更新・利用停止・削除、第三者提供の停止等への対応 

 法人は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・更新・利用停止・削除、第三者提供

の停止等の申し出がある場合には、速やかに対応します。これらを希望される場合には、個人

情報相談窓口は総務係長（電話０１６２－８２－２３３３）までお問い合わせくだい。 

 

４．苦情の対応 

 法人は、個人情報取扱に関する苦情に対し、適切かつ迅速な対応に努めます。 

 

                                                                                


